
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリ通信 
  

2026/10 

第 1号発行 

リハビリテーション室紹介 
JCHO登別病院のリハビリテーション室には理学療

法士 29名、作業療法士 14名、言語聴覚士 4名、

介護福祉士 2名、療養介助員 2名、総勢 51名の

スタッフが所属しています。 

当院には、回復期リハビリテーション病棟、急性期

一般病床、地域包括ケア病床を有しており、整形外

科の手術後や、内科治療後など、さまざまな患者さ

んに対して、状態や目標に合わせたリハビリテーション

を 365 日休まず提供しております。特徴としては、回

復期リハビリテーション病棟を主軸として、他の病院か

らリハビリ目的の入院を多く受け入れております。 

在宅部門には、ご自宅へリハビリ職員が訪問してリ

ハビリをする「訪問リハビリ」や、ご自宅から病院まで送

迎付きでリハビリを受けられる「通所リハビリ」も行って

おります。 

その他にも登別市の市民会館やヌプル等で体力

測定をしたり、老人サロンや出向いて行う出前講座

などにも力を入れております。 

私たちはこれからも、患者さん・利用者さん・地域

のみなさんに身近に感じていただけるリハビリテーション

室を目指して取り組んでいきます。どうぞよろしくお願

いします。 

独立行政法人地域医療機能推進機構 

JCHO 登別病院  リハビリテーション室 

 

当院のイメージキャラクター誕生！ 

名前の由来は『登別』の『のぼ』と、ローカル CM

でおなじみの『ク・マ・牧・場♪』のクマ、英語でベア

ーの『べあ』を組み合わせて名付けました。 

「登別病院をもっと地域のみなさまに知ってもら

い。親しみを感じてもらいたい。」そんな思いから誕

生したキャラクターです。 

 私は生みの親ですが、他にも採用に動いてくれた

り、彩色をしたり、進化させてくれたりと、たくさんの

育ての親がいます。 

  

名前は 「のぼべあ」 

 

 

 

院内のあちこちで活躍

しています。 

これから地域の皆さん

に愛されるキャラクターとし

て育ってくれることを願って

います。 

  ＜生みの親のスタッフ＞ 

 

 
 

 

 

夜中や明け方のこむら返り

は、筋肉の疲れや冷え、水分

不足で起こりやすくなりま

す。つった時は、つま先をゆ

っくり手前に引き、深呼吸。

寝る前は足首の運動や水分

補給も予防に役立ちます。 

 

 


